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はじめに
　文部科学省の平成25年度学校基本調査速報
によると、 4 年生大学への進学率（現役）は
47.4% となっており、これは、ほぼ高校生の
2 人に 1 人が 4 年生大学へ進学していること
を示している。このような進学率の上昇と相
まって、少子化および大学の大衆化による実
質大学全入時代に突入しつつある現在、大
学新入生の学力低下、大学生活への不適応、
明確な目的もなく入学してくる学生の増加
といった問題が新たに浮上してきた（香川，
2005 1 ））。同時に、大学生の退学や休学、あ
るいは留年などの割合が増加傾向にあり，そ
の背景に抑うつやスチューデント・アパシー
といった精神的な疾患の存在が指摘されるに
至って（鉄島，1993 2 ）；笠原，2002 3 ））、大
学教育は新しい局面を迎えることとなった
（広沢，2007 4 ））。
　このような状況の中、福祉系の大学におい
て福祉の専門家を目指す学生に「こころの福
祉」を教授するための質の高い教育方法の提
示が求められるようになった（近畿医療福祉
大学編，2012 5 ）参照）。「こころの福祉」を
実践するためには、対人関係は極めて重要で
あり、コミュニケーション能力や相手を理解
し、相手の立場で物事を考える習慣を身につ
けることの必要性や、そのための現場実習は
教育カリキュラムの中でも益々重要な位置を
占めるようになってきている。
　学生自身も「こころの福祉」を実践する
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the depressive tendency was positively correlated with AC (adapted child) and negatively 
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ために必要な知識や技術を学び、人間関係
の中で人として大きく成長し、大学生活を
有意義に送ることが望まれるが、自己を形
成する上で様々な葛藤や不安に出会うこと
も予想される。特に、抑うつ傾向は大学生
の学業面あるいは対人関係での困難さや中
途退学と関連があると言われ（Hysenbegasi, 
Hass, & Rowland, 2005 6 ）；Fabiano, Stark, & 
Lindsey,　2009 7 ））、大学における福祉教育
を充実させるために、学生の心理的特徴をよ
り深く理解すると共に、学生個人の心身の健
康管理能力を高めるように指導していくこと
も重要課題として取り上げられるようになっ
た。そのためには、現時点での学生達の抑う
つ傾向について理解し、彼らのどのような性
格特性が抑うつ傾向に影響を及ぼしているの
かを検討することも必要となってきた。この
点を明らかにすることが本研究の目的であ
る。
抑うつ傾向
　抑うつとは、気分が沈み（憂うつ）、これ
まで楽しく興味をもって取り組んでいたこと
がどうでもよくなり（興味や喜びの喪失）、
やる気が失せ元気がなくなる（気力・活力の
減退）といった、憂うつ感、喪失感、絶望感
などを伴う程の深刻な状態が持続する症状を
言う（堀野・森，1991 8 ）；佐々木，2012 9 ）参照）。
　一般に、抑うつ性の高い人は不安や攻撃
性が高い傾向にある（保野・島田・宮田，
199510）；佐藤・安田・児玉，200111））が、自
己効力感は低い傾向にある（佐々木・小山，
200412））と言われている。また、抑うつ的な
人の特徴として，全生活領域から退却をする
こと（笠原，2002 3 ）），「私には魅力がない」、「私
は不適格者だ」といったように自己評価が非
常に否定的であること（Beck，197613））、他
人が眉をひそめているのを見て、自分が嫌わ
れていると判断するといったように、対人
関係場面での出来事を、自己に関連づけて
推論しがちであること（金子・本城・高村，
200314））なども挙げられている。
　ところで、厚生労働省が 3 年に 1 回行って
いる「患者調査」によると、気分障害の通院
患者数は平成 8 年から20年にかけて増加傾向
にあり、23年でやや減少しているものの依然
として高い水準を保っていることが示されて
いる（表 1 参照）。気分障害のほとんどが「う
つ病」であり、軽症の抑うつ状態はさらに高
い頻度で発生することなどを考慮すると、大
学生における抑うつ傾向は決して低くはな
く、その対策は彼らの精神的健康を考える上
で決して見過ごすことのできない最重要課題
であるとの指摘もある（三野，201015））。
　大学生になるとこれまでとは違った環境の
中で生活しなければならず、責任感が強く理
想を追求し過ぎたり、自分を自由に表現でき
ず消極的過ぎたりすると大学生生活にうまく
適応できず、対人関係にも問題が生ずる可能
性がある。これが原因となって日常生活全般
における無気力感や自己否定感といった抑う
つ傾向が現れることも考えられる。そこで、
本研究において、大学生における抑うつ傾向
を自我状態のアンバランスという観点から検
証することで、大学生の精神的健康を促進す
るための資料を提供できるのではないかと考
え調査研究を行った。
表 1 ．　厚生労働省　平成23年患者調査の概況（千人）
疾病大分類 8 年 11年 14年 17年 20年 23年
気分［感情］障害
（躁うつ病を含む）
38.0 38.6 64.9 77.0 80.1 74.5
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方　法
対象者　福祉系 K 大学の大学生を対象とし
た。調査参加者は男性89名、女性67名の計
156名、平均年齢は男性19.8歳、女性19.7歳で
あった。
調査時期と調査方法　授業時間を利用し、
2013年 4 月から 5 月に掛けて実施した。調査
対象者に抑うつ傾向および自我状態に関する
アンケート用紙を配布した後、記入方法を説
明し、各項目について回答を求めた。アンケー
ト用紙は、調査終了後にその場で回収した。
調査用紙　ベック抑うつ尺度（BDI; Beck 
Depression Inventory） の 日 本 語 版（ 林，
198816））を利用して抑うつ傾向を測定した。
これは、調査日を含めた過去 1 週間における
抑うつ状態の重症度を測定するもので、21の
主要な抑うつ症状を示す項目から構成されて
いる。各項目には 4 つの文章があり、被検者
はその中から自身の気持ちを最もよく表して
いる文章を選んで○をする（ただし、複数選
択しても可）。抑うつ反応得点は、選択した
文章に対応する得点（ 0 ～ 3 点）を加算した
もので表される（21項目の総合得点は 0 ～63
点の範囲で分布し、得点が高いほど重症度が
高いことを示す）。ただし、複数の文章を選
択した場合、抑うつへの過大評価を防ぐとい
う目的で点数の低い方を採択した。
　また、自我状態に関しては、東大式エゴグ
ラム－新版 TEG Ⅱ（2006）17）を利用し測定
した。このスケールにおいて、自我状態は①
親の自我状態（P）、②大人の自我状態（A）、
③子どもの自我状態（C）に区分される。さ
らに P は父親的な役割を担う批判的な自我
状態（CP）と母親的な役割を担う養育的な
自我状態（NP）に、C はもって生まれた自
然な姿である自由な子ども（FC）と親の影
響を受けた順応した子ども（AC）の自我状
態に分けられる。質問項目は L 尺度 3 項目
を加えた53項目から成っている。これらの質
問項目に対し、「はい」「どちらでもない」「い
いえ」の3件法による回答を求め、それぞれ
の回答に対して、 2 点、 1 点、 0 点を割り当
て得点化した。
結　果
　東大式エゴグラムにおける L 尺度で得点
が 3 以上の16名（男女とも各 8 名）を分析の
対象から除外した。その結果、男性81名女性
表 2 ． 5 つの自我状態と一般的特徴
自我状態 一般的特徴
CP 責任感が強い　厳格である　批判的である　理想をかかげる　完全主義
NP 思いやりがある　世話好き　やさしい　受容的である　同情しやすい
A 現実的である　事実を重視する　沈着冷静である　効率的に行動する　客観性を重んじる
FC 自由奔放である　感情をストレートに表現する　明朗快活である　創造的である　活動的である
AC 人の評価を気にする　他者を優先する　遠慮がちである　自己主張が少ない　よい子としてふるまう
表 3 ． 5 つの自我状態の平均値（SD）
CP NP A FC AC
男性 10.7（4.37） 13.0（4.65） 11.3（4.04） 11.2（4.50） 12.8（4.70）
女性 10.5（4.62） 11.4（4.09） 10.1（4.29） 10.6（4.68） 14.2（4.72）
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59名の計140名がデータ分析の対象となった。
抑うつ尺度
　抑うつ尺度21項目の合計平均得点は男性
14.09（SD=11.40）、女性17.59（SD=10.30）で
両者の間に有意差はないが、女性の方が高
い傾向がみられた（t138 =1.871, p =.063）。項
目別にみると、「自己嫌悪」「自己批難」「い
らだち易さ」「活動困難」において女性の方
が男性に比べて有意に高かった（それぞれ、
表 4 ．日本人大学生（2013）における 5 つの自我状態の相関
CP NP A FC AC
CP 1.00 .519** .554** .514** -.311**
NP 1.00 .403** .454** -.088
A 1.00 .272** -.045
FC 1.00 -.199*
AC 1.00
**p <.01  *p <.05
表 5 . エゴグラム・パターンの分類と特徴
TEG パターン タイプ 特　　徴
1 ．CP 優位型 権威主義 責任感が強く、理想を追求し自他ともに厳しい。
2 ．NP 優位型 世話やき 人に優しく、相手の気持ちを理解し面倒見がよい。
3 ．A 優位型 論理的 知的で有能であるが、理屈っぽく冷たい面がある。
4 ．FC 優位型 自由奔放 好奇心旺盛でネアカの人。ただし、周囲への気遣いが少ない。
5 ．AC 優位型 依存者 「No」と言えない性格で、自ら考え先頭に立って行動するのが苦手。
6 ．CP 低位型 ルーズ 控えめで、自他ともに甘く、細かいことに拘らない。
7 ．NP 低位型 癇癪もち 人に対して厳しく攻撃的で、思いやりがない。
8 ．A 低位型 現実無視 あまり論理的、知性的でなく現実認識ができていない。
9 ．FC 低位型 ネクラ 自由にはしゃいで楽しむことができず、頑固で厳格な性格。
10．AC 低位型 ワンマン 指導力があるが自分の思う通りに行動し、他人に盲従を強制。
11．台形型Ⅰ マイフォーム主義 知的で周囲への配慮もでき自他肯定的。特に身内に甘い。
　　台形型Ⅱ ボランティア 自己犠牲的で他人を助けることに喜びを感じる。
　　台形型Ⅲ 自己中心的 人に対する思いやりに欠け、自分が楽しければよいという性格。
12．U 型Ⅰ 自己否定的 義務感や責任感は高いが、十分に自己主張できない。
　　U 型Ⅱ 衝動的 イライラを我慢するが、ちょっとしたことがきっかけで爆発する。
　　U 型Ⅲ いじけ 周囲への不満を持ちつつも一生懸命尽くす。
13．N 型Ⅰ お人好し 頼まれた事や命令された事を無批判に引き受ける。
　　N 型Ⅱ 殉教者 能率よく仕事をこなすも楽しむことなく、我慢して滅私奉公。
　　N 型Ⅲ ワーカホリック 献身的に働き、不満を言わず指図に従うイエスマン。
14．逆 N 型Ⅰ 頑固な警官 社会規範や規則を厳守するが、優しさや思いやりに欠ける。
　　逆 N 型Ⅱ プレイボーイ 他人に厳しく自分に甘く、思いやりに欠ける。
　　逆 N 型Ⅲ 気分屋 感情に振り回され現実認識が低く、失敗すると他人のせいにする。
15．M 型 親分肌 人に優しく面倒見が良いと同時に、陽気で面白い人。
16．W 型 自己破壊的 批判精神が強く怒りっぽいが、それが自分に向けられ自虐的になる。
17．平坦型Ⅰ スーパーマン 意欲的かつ活動的だが、頑張り過ぎる傾向がある。
　　平坦型Ⅱ 凡人 平均的で個性に欠けて面白みがない。
　　平坦型Ⅲ 引きこもり 物静かで控えめで引きこもりがち。
18．P 優位型 リーダー 責任感が強く、人に優しく思いやりがあるが、上から眼線。
19．C 優位型 冒険家 気分屋でいつも相手に依存し、スリルや快楽を追求する。
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t138=3.145, p <.01; t138=2.983, p <.01; t138=2.145, 
p<.05; t138=2.889, p <.01）が、それ以外の項
目において有意な性差は検出されなかった。
　林・瀧本（1991）18）が行った調査では、　
抑うつ尺度21項目の総合得点の平均値が、男
子大学生9.47（SD=6.71）、女子大学生11.83
（SD=7.47）、短大生女子13.38（SD=7.59）で
あった。これらの値に比べて、本調査の対象
となった大学生の BDI 得点は男女とも高い
傾向にあるといえる。
自我状態
　 5 つの自我状態とその一般的特徴を表 2
に、それぞれの自我状態における平均値を表
3 に示す。各自我状態における性差を調べ
た結果、NP においてのみ男子学生の方が女
子学生よりも有意に高い（t138=2.099, p <.05）
ことが分かった。 5 つの自我状態の間の相
関を調べた結果（表 4 参照）、CP、NP、A、
FC の間で有意な正の相関が観察された。ま
た、AC は CP および FC と有意な負の相関
関係にあることも分かった。これは、AC が
高くなると、CP および FC が低くなる傾向
にあることを示している。
　さらに、調査参加者140名のそれぞれの自
我状態をパターン別に分類することを試み
た。表 5 に示すように、一般に自我状態を表
す 5 つの尺度の高低によって19種類のエゴグ
ラム・パターンが抽出されている（芳田・前山，
199919）；東京大学医学部心療内科 TEG 研究
会，200617）；柴原・遠藤・石井，201220）参照）が、
これに従って分類すると、エゴグラム・パター
ン分布は表 6 のようになった。また、男女合
計のパターン分布の出現頻度（％）をグラフ
にしたものが図 1 である。図 1 には比較のた
め柴原ら（2012）20）の調査結果も掲載してあ
るが、両年ともに AC 優位型がほぼ 3 割を占
めている。
抑うつ尺度と自我状態との関係
　表 7 に抑うつ傾向と各自我状態との相関
分析の結果を示す。抑うつ傾向は CP および
FC と有意な負の相関関係にあり、AC と有
意な正の相関関係にある。
　また、５つの自我状態の得点を説明変数、
抑うつ傾向得点を目的変数とする強制投入法
による重回帰分析を行った結果、自我状態が
予測変数として抑うつ傾向に有意に関連し
表 6 ．ＴＥＧパターン分布（人数）
TEG パターン
男性
（81名）
女性
（59名）
合計
（140名）
1 ．CP 優位型 1 5 6
2 ．NP 優位型 5 0 5
3 ．A 優位型 2 3 5
4 ．FC 優位型 1 3 4
5 ．AC 優位型 18 23 41
6 ．CP 低位型 5 0 5
7 ．NP 低位型 5 2 7
8 ．A 低位型 3 2 5
9 ．FC 低位型 2 4 6
10．AC 低位型 6 1 7
11．台形型Ⅰ 0 0 0
　　台形型Ⅱ 2 1 3
　　台形型Ⅲ 0 0 0
12．U 型Ⅰ 0 1 1
　　U 型Ⅱ 2 0 2
　　U 型Ⅲ 0 0 0
13．N 型Ⅰ 3 1 4
　　N 型Ⅱ 0 0 0
　　N 型Ⅲ 3 2 5
14．逆 N 型Ⅰ 1 2 3
　　逆 N 型Ⅱ 0 1 1
　　逆 N 型Ⅲ 0 0 0
15．M 型 3 0 3
16．W 型 1 4 5
17．平坦型Ⅰ 0 1 1
　　平坦型Ⅱ 12 2 14
　　平坦型Ⅲ 0 0 0
18．P 優位型 2 0 2
19．C 優位型 4 1 5
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ていることが分かった（R2=.290, F（5,134）
=10.946, p <.001）。特に、AC が正に有意な
値 を 示 し（ β =.319, t=4.095, p <.001）、FC
が負に有意な傾向を示した（β = － .434, t=
－4.927, p <.001）。つまり、高い AC と低い
FC が抑うつ傾向の高さを予測する因子であ
ることが分かった。
考察
　本研究の目的は、学生の抑うつ傾向を調査
し、それと関連する性格特性を明らかにする
ことであった。そのために、まず抑うつ傾向
および自我状態、次いで両者の関係について
考察していく。
抑うつ傾向
　BDI 得点（抑うつ傾向）の平均値は、男性
（14.09）に比べ女性（17.59）の方がやや高い
ものの有意な性差は検出されなかった。しか
し、男女とも林・瀧本（1991）18）によるデー
タと比べ BDI 得点は高い。表８の BDI 得点
による抑うつ状態の評価によれば、男子で「軽
いうつ状態」、女子で「病的なうつ状態との
境界」にあると判定される。また、BDI 得
点と人数（%）との関係からみると、正常範
囲内の学生数は男性で 5 割弱、女性で 3 割弱
となっており女性の方が少ない。逆に、中程
度以上の抑うつ状態の学生は、男性でほぼ 2
割、女性で 4 割弱となっており女性の方が多
い。
　本研究の調査アンケートは、福祉系大学の
1 年生および 2 年生に対して 4 月から 5 月に
かけて行った。新入生にとってこの時期は学
修や生活、対人関係といった様々な面で大き
な変化を経験する時期であり、この新しい環
境にうまく適応できないと抑うつ症状が現
れたり無気力に陥ったりすると言われてい
る。しかし、本調査の BDI 得点の平均値は
1 年生男子9.88点、女子15.18点で、 2 年生男
子15.65点、女子18.37点と比べると低い傾向
にある。むしろ、 2 年生になって単位の履修
状況や施設実習に向けての事前学習等に関す
る不安や悩みなどが影響している可能性もあ
る。この点を検討することは今後の課題であ
る。
表 7 ．抑うつ傾向と自我状態との間の相関
CP NP A FC AC
抑うつ尺度 -.227** -.125 -.064 -.436** .382**
**p <.01  *p <.05
表 8 ．BDI 得点による抑うつ状態の評価および男女別の人数（％）
得点 抑うつ状態のレベル
性別
男性 女性
0 ～10 正常範囲内 38（46.9%） 17（28.8%）
11～16 軽い抑うつ状態（気分の軽い落ち込み） 13（16.0%） 12（20.3%）
17～20 病的な抑うつ状態との境界 14（17.3%） 8 （13.6%）
21～30 中程度の抑うつ状態 9 （11.1%） 13（22.0%）
31～40 重度の抑うつ状態 5  （6.2%） 8 （13.6%）
40～ 極度の抑うつ状態 2  （2.5%） 1  （1.7%）
片山あゆみ、松原萌、柴原直樹
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自我状態
　それぞれの自我状態の男女別平均値をみ
ると、相対的に男性は NP と AC がやや高
く、女性は AC が高い傾向にある。また、男
女合わせた TEG パターン分布の割合をみる
と、AC 優位型が29.3％、平坦型Ⅱが10％を
占めている（図 1 参照）。AC 優位型は「人
に気遣いして『No』と言えず、依存的で何
も考えない人」、平坦型Ⅱは「あらゆる面で
平均的で個性に欠け面白みがない人」という
特徴を有している（東京大学医学部心療内科
TEG 研究会編，2006参照）ことを考えると、
あまり好ましい傾向とはいえない。
　武藤（1995）21）、任・豊田・中井・菅（1997）
22）によると、対人関係を重視する専門職で
ある看護師の一般的な理想像は NP をピーク
とし AC へと下がっていく「への字型」であ
る。つまり、優しく思いやりのある母親的な
自我状態が高く、遠慮し人に合わせる順応的
な自我状態が低い傾向にあることが望まれ
る。本研究の調査対象である福祉系の学生に
とっても「への字型」が理想的なパターンで
あると思われるが、その代表的パターンであ
る NP 優位型は3.6％と少なく、それに比べ
望ましくない NP 低位型が 5 ％とやや多く、
AC 優位型となると約30％と多数派になって
いる。TEG パターン分類によると、相対的
に NP が高く AC が低いものには、台形型Ⅰ・
Ⅱ、M 型、および P 優位型があり、その割
合はそれぞれ0％、2.1％、2.1％、1.4％となり、
合計しても 6 ％に満たない。これらのことを
考慮すると、今後の学生の教育に当たって、
NP を高め AC を低めるように指導していく
ことが望まれる。
抑うつ傾向と自我状態
　抑うつ傾向と CP および FC とは負の相関
関係、AC とは正の相関関係にあるという結
果から、抑うつ傾向の高い人は批判的な親の
自我状態と自由な子どもの自我状態が低く、
順応した子どもの自我状態が高い傾向にある
ことが分かった。これらのことから、抑うつ
的な人の性格特徴として、優柔不断で責任感
に欠け、表情が固く委縮して気力に乏しく、
他人に依存し周囲に合わせようとしてすぐ妥
協する傾向などを挙げることができる。した
がって、桜井・大谷（1994）23）が指摘する、
抑うつ傾向と ｢～でなくてはいけない｣ ｢～
してはならない｣ という完全主義的な認知の
あり方との関連は支持されなかった。
　加曽利（2012）24）は、重回帰分析の結果から、
高い AC は抑うつ傾向の高さを予測する因子
であると結論づけている。本結果から、高い
AC のみならず低い FC も同様に抑うつ傾向
の高さを予測する因子であることが明らかに
なった。AC の高い自我状態は、①従順で他
人に依存し、②主体性に欠け、他人の言うこ
とに左右されやすく、③他人の評価を気にし、
自分を思うように表現できないなどの特徴を
有している。また、FC の低い自我状態では、
①感情を抑制し、素直に表現できないため物
事を楽しむことができず、②消極的で気分が
暗く、沈みがちな特徴がみられる。今後、学
生に対して FC を高め AC を低めるように指
導することで抑うつ傾向を高めないようにす
ることが重要な課題である。
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